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1. 東京圏の賃貸市況 

 

 

図表 1 東京圏の空室率の動向 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 
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1.1.  需給動向 

2026 年 1 月の東京圏の空室率は 8.3％で、前期

の 8.5％から 0.2 ポイントと小幅な低下となった

（図表 1 参照）。今期（25 年 11 月～26 年 1 月）

は新たに 12 物件が竣工し、満室稼働は 4 物件に留

まったが、既存物件での空室消化が進み、需給改善

に繋がった（図表 2 参照）。 

東京圏では長引く需給緩和に加え、建築費の上

昇もあって新規開発が抑制されている。他方で、新

規需要が底堅く推移していることもあり、需給改

善が緩やかに進んでいる。 

調査レポート 

物流施設の賃貸マーケットに関する調査（2026 年 1 月時点） 

【東京圏】 

空室率：8.3％ （前期比 マイナス 0.2 ポイント） 募集賃料：4,500 円/坪 （前期比 マイナス 0.9％） 

[概況]東京圏は新規開発が抑制される一方、新規需要が底堅く、需給改善が緩やかに進んでいる。 

 

【関西圏】 

空室率：3.7％ （前期比 マイナス 0.4 ポイント） 募集賃料：4,620 円/坪 （前期比 プラス 0.7％） 

[概況]関西圏では新規供給を上回る新規需要で需給改善が進み、募集賃料もやや上昇している。 

 

【中京圏】 

空室率：13.7％ （前期比 プラス 0.3 ポイント） 募集賃料：3,180 円/坪 （前期比 マイナス 1.5％） 

[概況]中京圏の空室率は 10％を上回る水準で高止まりし、3,200 円/坪前後で募集賃料も停滞している。 

 

【九州圏】 

空室率：5.6％ （前期比 マイナス 0.6 ポイント） 募集賃料：3,160 円/坪 （前期比 横ばい） 

[概況]九州圏全体では需給改善しているものの、地域間格差は拡大し、一部地域では空室が目立つ。 
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出所：株式会社一五不動産情報サービス 

図表 2 東京圏の需給バランスの動向 
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2026 年の竣工予定物件は、冷凍冷蔵倉庫が多く、

ドライ倉庫ではテナントが確定した BTS 型物流施

設が目立つ。新規開発に伴う空室増は限定的で、東

京圏全体の需給バランスは緩和から均衡へ向かう

と考えられる。なお、圏央道周辺など一部地域では

空室が長期化している物件も多く、賃貸市況の回

復には時間を要すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 東京圏で今期（2025 年 11 月～2026 年 1 月）に竣工した主な賃貸物流施設 

No. ディベロッパー 物件名 所在地 物件概要 リリース詳細 

1 
安田不動産株式会

社 
LOGION 習志野 

千葉県習志野市茜

浜 1-4-1 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 8,093.69 ㎡ 

2025 年 12 月竣工 

2025 年 12 月 23 日発表 

外部リンクへ 

2 
SG リアルティ株式

会社 
SG リアルティ新砂 

東京都江東区新砂

2 

構造・階数： S 造・地上 7 階建 

延床面積 87,561.31 ㎡ 

2025 年 12 月竣工 

2026 年 1 月 15 日発表 

外部リンクへ 

3 東京建物株式会社 T-LOGI 相模原 

神奈川県相模原市

中央区田名字花ヶ

谷戸 12004 

構造・階数：S 造・地上 5 階建 

延床面積 94,084.46 ㎡  

2025 年 12 月竣工 

2026 年 1 月 19 日発表 

外部リンクへ 

4 
オリックス不動産

株式会社 

伊奈ロジスティク

スセンター 

埼玉県北足立郡伊

奈町小室 4801-1 他 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 33,523 ㎡ 

2025 年 12 月竣工 

2026 年 1 月 28 日発表 

外部リンクへ 

5 

東急不動産株式会

社、伊藤忠商事株式

会社他 1 社 

LOGI'Q 蓮田 
埼玉県蓮田市大字

根金字後塚 907 他 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 98,378.98 ㎡  

2026 年 1 月竣工 

2026 年 1 月 30 日発表 

外部リンクへ 

6 
三井不動産株式会

社 

三井不動産ロジス

テ ィ ク ス パ ー ク

（MFLP）入間Ⅰ 

埼玉県入間市大字

小谷田 1256-1 

構造・階数：RC 一部 S 造・地上 4 階建 

延床面積 86,808.50 ㎡  

2026 年 1 月竣工 

2026 年 2 月 5 日発表 

外部リンクへ 

7 
株式会社シーアー

ルイー 

ロジスクエア厚木

南 

神奈川県厚木市酒

井（厚木市酒井土地

区画整理事業地内） 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 14,513.46 ㎡  

2026 年 1 月竣工 

2026 年 2 月 6 日発表 

外部リンクへ 

8 

株式会社センター

ポイント・ディベロ

ップメント 

CPD 草加 
埼玉県草加市松江

5-2-31 

構造・階数：RC 一部 S 造・地上 5 階建 

延床面積 55,138.99 ㎡  

2026 年 1 月竣工 

2026 年 2 月 12 日発表 

外部リンクへ 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：上記以外の竣工物件は会員制ウェブサイト「一五蔵（https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/）」をご活用ください。無料会員はどなたでも登録可。 

https://www.yasuda-re.co.jp/news/detail-4689/
https://www.sg-hldgs.co.jp/newsrelease/2026/0115_5542.html
https://www.t-logi.jp/wp/wp-content/uploads/5f31e573ed5536b18bc30a25344ecf4b.pdf
https://www.orix-realestate.co.jp/news/pdf/press_20260128.pdf
https://www.tokyu-land.co.jp/news/uploads/d63d410d3c2cdc66e850e2009e805a48e2862b2a.pdf
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2026/0205/download/20260205.pdf
https://pdf.irpocket.com/C3458/YpwX/csNn/VIVM.pdf
https://centerpoint.jp/press/imgs/pdf/20260212-01.pdf
https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/
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出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：点線は各期の賃料サンプルのうち、上位 10%と下位 10%を結んだも

ので、賃料サンプルのバラつき具合を示す。 

2. 関西圏の賃貸市況 

 

 
図表 5 関西圏の空室率の動向 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 
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1.2.  賃料動向 

2026 年 1 月の東京圏の募集賃料は 4,500 円/坪

で、前期の 4,540 円/坪から 40 円/坪（マイナス

0.9％）の下落となった （図表 4 参照）。上述の通り

需給バランスは改善に向かっているものの、空室

率は 8%台で募集物件も多いことから、賃料の下落

圧力はさほど弱まっておらず、2024 年 4 月の 4,860

円/坪から 7 四半期連続での下落である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.  需給動向 

2026 年 1 月の関西圏の空室率は 3.7％で、前期

の 4.1％から 0.4 ポイントの低下となった（図表 5

参照）。今期（25 年 11 月～26 年 1 月）は新たに 6

物件が竣工し、新規供給は 15.7 万㎡に留まったが、

新規需要は 20.5 万㎡とやや堅調で、需給改善に繋

がった（図表 6 参照）。 

関西圏では、2026 年の新規供給は 2025 年に比

べて大幅に減少するうえ、堅調な需要にも支えら

れている。新規開発の動きはみられるものの、建築

費上昇の影響もあって拡がりに欠け、当面は供給

過多に陥る懸念は小さい。関西圏全体では今後も

安定した需給動向が続く見込みである。 

図表 4 東京圏の募集賃料の動向 
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出所：株式会社一五不動産情報サービス 

図表 6 関西圏の需給バランスの動向 
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図表 7  関西圏で今期（2025 年 11 月～2026 年 1 月）に竣工した主な賃貸物流施設 

No. ディベロッパー 物件名 所在地 物件概要 リリース詳細 

1 

株式会社長谷工総

合開発他 2 社 

ルネロジ神戸ポー

トアイランド 

兵庫県神戸市中央

区港島南町 3-5-5 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 約 14,726.56 ㎡ 

2026 年 1 月竣工 

2026 年 1 月 16 日発表 

外部リンクへ 

2 

日本 GLP 株式会社 Marq 大阪Ⅲ 大阪府大阪市東住

吉区矢田 5 （東住吉

区矢田南部地域） 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 30,948 ㎡ 

2026 年 1 月竣工 

2026 年 1 月 27 日発表 

外部リンクへ 

3 

三菱地所株式会社 ロジクロス大阪大

正 

大阪府大阪市大正

区平尾 1-3-9 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 約 21,420 ㎡ 

2026 年 1 月竣工 

2026 年 1 月 31 日発表 

外部リンクへ 

4 

日鉄興和不動産株

式会社 

LOGIFRONT 尼 崎

Ⅴ 

兵庫県尼崎市東海

岸町 19-3 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 13,808.18 ㎡ 

2026 年 1 月竣工 

2026 年 2 月 2 日発表 

外部リンクへ 

5 

日本 GLP 株式会社 Marq 枚方Ⅳ 大阪府枚方市走谷

1-18-33 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 34,440.76 ㎡ 

2025 年 12 月竣工 

2026 年 2 月 5 日発表 

外部リンクへ 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：上記以外の竣工物件は会員制ウェブサイト「一五蔵（https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/）」をご活用ください。無料会員はどなたでも登録可。 

https://www.haseko.co.jp/hc/information/upload_files/20260116_1.pdf
https://www.glp.com/jp/topics/press/1192/
https://logicross.jp/content/uploads/2026/01/d75f793d0f7c14b4f49245949ea903e7-1.pdf
https://www.nskre.co.jp/company/news/2026/02/docs/20260202.pdf
https://www.glp.com/jp/topics/press/1193/
https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/
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出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：点線は各期の賃料サンプルのうち、上位 10%と下位 10%を結んだ

もので、賃料サンプルのバラつき具合を示す。 
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2.2.  賃料動向 

2026 年 1 月の関西圏の募集賃料は 4,620 円/坪

で、前期の 4,590 円/坪から 30 円/坪（プラス 0.7％）

の上昇となった （図表 8 参照）。上述の通り、関西

圏の需給バランスは安定的で、新築物件では建築

費の上昇に伴う賃料への転嫁も積極的に進められ、

既存物件を含めた関西圏全体の募集賃料も上向い

ている。 

 

 

 

 

  

図表 8 関西圏の募集賃料の動向 
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3. 中京圏の賃貸市況 

 

 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

図表 10 中京圏の需給バランスの動向 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 
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図表 9 中京圏の空室率の動向 

 

3.1.  需給動向 

2026 年 1 月の中京圏の空室率は 13.7％で、前期

の 13.4％から 0.3 ポイントの上昇となった（図表

9 参照）。今期（25 年 11 月～26 年 1 月）の竣工は

4 物件で、満室稼働は 1 物件に留まり、既存物件で

も新たな空室が発生した。 

中京圏の空室率は 2024 年 4 月に 14.0％に上昇

した後、10％を上回る水準で高止まりしているが、

2026 年の新規供給は、2025 年の半分以下に抑制

されることから、当面は需給改善が進むと考えら

れる。なお、中京圏では 2027 年に延床面積で 10

万㎡を上回る大規模プロジェクトの竣工が相次ぐ

ことから、来年には再び空室率が上昇する懸念も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 11 中京圏で今期（2025 年 11 月～2026 年 1 月）に竣工した主な賃貸物流施設 

No. ディベロッパー 物件名 所在地 物件概要 リリース詳細 

1 

日鉄興和不動産株

式会社、トヨタホー

ム株式会社他 1 社 

LOGIFRONT 名 古

屋みなと Malien 

愛知県名古屋市港

区当知 2-1301 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 21,533.29 ㎡ 

2025 年 11 月竣工 

2025 年 11 月 28 日発表 

外部リンクへ 

2 いちご株式会社 
いちご豊川物流セ

ンター 

愛知県豊川市御津

町御幸浜二号 2-13 

構造・階数：S 造・平屋建 

延床面積 9973.60 ㎡ 

2025 年 11 月竣工 

2025 年 12 月 2 日発表 

外部リンクへ 

3 
株式会社シーアー

ルイー 

ロジスクエア名古

屋みなと 

愛知県名古屋市港

区大江町 

構造・階数： S 造・地上 4 階建 

延床面積 49,986.86 ㎡ 

2025 年 12 月竣工 

2026 年 1 月 13 日発表 

外部リンクへ 

4 
株式会社タカラレ

ーベン 
L.PORT みよし 

愛知県みよし市三

好町半野木 1-29 

構造・階数：S 造・地上 4 階建 

延床面積 9,622.4 ㎡  

2025 年 12 月竣工 

2026 年 1 月 21 日発表 

外部リンクへ 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：上記以外の竣工物件は会員制ウェブサイト「一五蔵 https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/」をご活用ください。無料会員はどなたでも登録可。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000534.000001379.html
https://www.ichigo.gr.jp/ir/news/p_news_file/file/Ichigo_20251202_Logistics_Facility_Development_JPN.pdf
https://pdf.irpocket.com/C3458/KfQV/teNt/x2Qw.pdf
https://www.leben.co.jp/pdf/news/press_20260121.pdf
https://cloud.ichigo-re.co.jp/lp/
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図表 12 中京圏の募集賃料の動向 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：点線は各期の賃料サンプルのうち、上位 10%と下位 10%を結んだ

もので、賃料サンプルのバラつき具合を示す。 

4. 九州圏の賃貸市況 

 

 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 
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図表 13 九州圏の空室率の動向 

3.2.  賃料動向 

2026 年 1 月の中京圏の募集賃料は 3,180 円/坪

で、前期の 3,230 円/坪から 50 円/坪（マイナス

1.5％）の下落である （図表 11 参照）。中京圏では

空室率が高止まりし、募集賃料には目立った動き

はなく、3,200 円/坪前後で停滞している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.  需給動向 

2026 年 1 月の九州圏の空室率は 5.6％で、前期

の 6.2％から 0.6 ポイントの低下となった（図表 13

参照）。今期（25 年 11 月～26 年 1 月）の竣工物件

は 2 物件で、うち 1 物件が満室稼働で、既存物件

でも空室消化も進み、需給改善に繋がった。 

九州圏全体でみれば、賃貸市況は落ち着いてい

るものの、鳥栖エリアなど一部地域では募集物件

が増えている。また、2026 年の新規供給は 2025 年

をやや上回る水準になり、今後の需給バランスは

緩和に向かいそうで、九州圏でも地域間格差が拡

大していく懸念が強まっている。 

 

 

図表 11 の募集賃料は、募集面積 1,000 ㎡以上の募集事例

を対象とし、中規模物件を含んでいる。中京圏を含む地

方都市では、荷主・物流会社など一般事業会社が所有・

利用していた物件が、自社で不要になった後、賃貸市場

に放出される物件が多く、物流施設ディベロッパーが開

発する高機能型の賃貸物流施設に比べて、総じて賃料単

価が割安となっている。その結果、募集賃料の集計値も

低水準となる傾向がある。また、東京圏や関西圏に比べ、

募集事例のサンプル数が少なく、精度が低い（誤差が大

きい）点にも留意が必要である。 

募集賃料データの留意点 



 

調査レポート（賃貸市況）| 2026 年 2 月 27 日 

 

8 

 

図表 14 九州圏の需給バランスの動向 

図表 15 九州圏の募集賃料の動向 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 

注：点線は各期の賃料サンプルのうち、上位 10%と下位 10%を結んだ

もので、賃料サンプルのバラつき具合を示す。 

出所：株式会社一五不動産情報サービス 
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4.2. 賃料動向 

2026 年 1 月の九州圏の募集賃料は 3,160 円/坪

で、前期から横ばいとなった（図表 14 参照）。建

築費が上昇し、開発物件の募集賃料は強気の設定

になっているが、一部地域では需給緩和の影響も

みられる。九州圏全体の募集賃料は上値が重い展

開となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図表 14 の募集賃料は、募集面積 1,000 ㎡以上の募集事例

を集計対象とし、中規模物件を含んでいる。前ページの

中京圏と同様に、九州圏を含む地方都市では、荷主・物流

会社など一般事業会社が所有・利用していた物件が、自

社で不要になった後に、賃貸市場に放出される物件が多

く、物流施設ディベロッパーが開発する高機能型の賃貸

物流施設に比べて、総じて賃料単価が割安となっている。

その結果、募集賃料の集計値も低水準となる傾向がみら

れる。また、東京圏や関西圏に比べ、募集事例のサンプル

数が少なく、精度が低い（誤差が大きい）点にも留意が必

要である。 

募集賃料データの留意点 
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調査要領 

■ 需給データ 

・調査対象基準 

調査対象物件：延床面積または敷地面積が 1 万㎡以上の賃貸物流施設。なお、以下は対象外とする。 

（ⅰ）不動産賃貸業以外の目的で利用されている施設  （例：物流会社が所有し、主として自社利用をする一

方、一部スペースで第三者と賃貸借契約を締結している物流施設） 

（ⅱ）不動産開発または運用において、公的部門が関与する施設 （例：第 3 セクターによる開発物件など） 

（ⅲ）関連会社間で賃貸借契約を締結している施設  （例：会会社が土地・建物を所有し、物流子会社が賃借

している物件など） 

調査地域・物件数：東京圏（茨城県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 784 物件 

関西圏（京都府・大阪府・兵庫県）                   254 物件 

中京圏（岐阜県・愛知県・三重県）          92 物件 

九州圏（福岡県・佐賀県）              82 物件 

調査方法：各物件の空室およびテナント入居状況について、ヒアリングや現地確認により調査 

注意事項 ：本データは作成日時点の情報をもとに集計している。各年 10 月時点 （11 月末発表）のデータ更新時に全データ

の再点検を行っており、過去に遡及したうえでデータを修正することがある。 

 

・用語定義 

賃貸可能面積：賃貸面積と空室面積の合計値 

賃貸面積：物流施設にテナントが入居し、稼働している面積の合計値 

空室面積：物流施設の空室面積の合計値  

空 室 率：空室面積を賃貸可能面積で除した数値 

新規供給：物流施設の新規稼働や取壊し等による賃貸可能面積の増加または減少を示す 

新規需要：テナントの拠点開設・増床・閉鎖・統合等による賃貸面積の増加または減少を示す 

 

■ 賃料データ 

選定基準：募集面積 1,000 ㎡以上の募集事例を対象とする。 

調査地域：東京圏 （茨城県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 

関西圏 （京都府・大阪府・兵庫県） 

中京圏（岐阜県・愛知県・三重県） 

九州圏（福岡県・佐賀県） 

算出方法：物流施設の月・坪あたり賃料単価（税別）を把握し、全サンプルの真ん中に位置する中央値を算出。 
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株式会社一五不動産情報サービス 

www.ichigo-re.co.jp 

Tel. 03-6273-7810 

research@ichigo-re.co.jp 

 

Copyright © 2026 K.K. Ichigo Real Estate Service All rights reserved. 

データ集 

全データは以下 URL を参照。なお、東京圏と関西圏は調査開始の 2008 年 7 月以降、中京圏と九州圏は、

賃貸市場規模を鑑み 2018 年 1 月以降のデータを掲載している。 

 

https://www.ichigo-re.co.jp/wp01/wp-content/uploads/2026/02/202601_data.csv 

 

一五不動産情報サービスについて 

物流施設や工場など産業用不動産に特化した不動産サービス会社で、不動産仲介、調査・コンサルティング、

会員制ウェブサイト「一五蔵」の運営などを行っている。本レポートに関するお問い合わせは以下参照。 

 

留意事項 

・本レポートは、信頼できると思われる情報から作成しておりますが、当社がその正確性や完全性を保証するものではありませ

ん。このレポートに記載された内容は、作成日時点における判断を示しているものです。 

・過去の実績、今後に対する予想や意見は、将来の結果を保証するものではありません。 

・本レポートの内容に関わる一切の権利は当社にあります。当社の事前の了解なしに転用・複製・配布することはできません。 


